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12 月 定 例 会
議決された
主な議案

12 月 定 例 会
議決された
主な議案

　

緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、
11
月

22
日
に
11
月
臨
時
会
が
開
か
れ
、

鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
議
案
が
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
議
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
条
例
の
一
部
改
正
議
案
】

◎
鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ

て
、
本
市
職
員
の
給
料
月
額
に
つ

い
て
、
人
事
院
勧
告
の
俸
給
表
の

引
き
下
げ
率
０
・
２
％
を
基
本
と

し
、
民
間
の
給
与
水
準
を
上
回
っ

て
い
る
50
歳
代
の
職
員
を
中
心

に
、
40
歳
代
以
上
の
職
員
を
念
頭

に
置
い
た
給
料
表
の
引
き
下
げ
改

定
を
行
い
、
併
せ
て
、
諸
手
当
に

つ
い
て
も
見
直
し
を
行
う
も
の
で

す
。

す
る
も
の
で
す
が
、
平
成
25
年
３

月
31
日
限
り
で
本
条
例
は
そ
の
効

力
を
失
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
鎌
倉
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の

職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
予
定
し

て
い
る
組
織
の
見
直
し
に
お
い

て
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
務
（
学
校
に

お
け
る
体
育
に
関
す
る
こ
と
を
除

く
）
と
文
化
に
関
す
る
事
務
（
文

化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
を
除

く
）
に
つ
い
て
、
市
長
が
管
理
及

び
執
行
で
き
る
よ
う
に
「
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
職

務
権
限
の
特
例
を
定
め
る
も
の

で
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、教
育
委
員
会
に
意

見
を
聴
取
し
た
上
で
、多
数
の
賛
成

に
よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正
等

◎
鎌
倉
市
事
務
分
掌
条
例

　

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
２

期
基
本
計
画
後
期
実
施
計
画
を
推

進
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、

当
面
の
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
部
の
設
置
及
び
そ
の
事
務

分
掌
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
現
行
の
市
民
経

済
部
に
お
い
て
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
推
進
に
つ
い
て
の
事
項
を
加

え
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
の

観
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事

項
を
教
育
委
員
会
か
ら
移
管
す
る

こ
と
に
よ
り
市
民
活
動
と
の
一
体

的
な
運
用
を
図
る
こ
と
と
し
、
名

称
を
市
民
活
動
部
に
変
更
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
景
観
、
交
通
政

策
を
含
め
た
一
体
的
、
効
果
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
と
、
景
観
部

及
び
都
市
整
備
部
の
そ
れ
ぞ
れ
一

部
を
統
合
し
て
新
た
に
ま
ち
づ
く

り
景
観
部
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
経
営
企
画
部
に
お

い
て
は
公
共
施
設
の
再
編
に
係
る

事
項
を
、
総
務
部
に
お
い
て
は
債

権
回
収
に
つ
い
て
の
事
項
を
加
え

る
な
ど
、
各
部
の
事
務
分
掌
に
つ

い
て
も
必
要
な
整
備
を
行
う
も
の

で
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
鎌
倉
市
下
水
道
条
例

　

下
水
道
事
業
の
適
正
な
財
源
の

確
保
と
円
滑
な
推
進
を
図
る
た

め
、
下
水
道
使
用
料
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
下
水
道
使
用
料

対
象
経
費
に
汚
水
分
資
本
費
を
加

え
る
に
当
た
っ
て
、
公
費
と
私
費

と
で
等
分
の
負
担
割
合
と
し
、
急

激
な
市
民
の
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
、
概
ね
10
年
以
内
に
汚
水
分

資
本
費
の
50
％
算
入
を
達
成
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
平
成
18

年
の
鎌
倉
市
下
水
道
事
業
運
営
審

議
会
に
お
け
る
答
申
を
尊
重
し
、

下
水
道
使
用
料
改
定
の
段
階
的
措

置
と
し
て
、
平
均
10
％
の
引
き
上

げ
を
行
う
も
の
で
、
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
鎌
倉
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例

　

大
船
駅
西
口
整
備
事
業
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
大
船
駅
西
口
交
通
広

場
自
転
車
等
駐
車
場
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
と

す
る
た
め
、
必
要
な
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
で
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

大
船
駅
西
口
交
通
広
場
自
転
車

等
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
を
セ
ン

タ
ー
サ
イ
ク
ル
鎌
倉
共
同
企
業
体

に
指
定
す
る
も
の
で
、
指
定
期
間

は
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

34
年
３
月
31
日
ま
で
の
10
年
間
で

す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
５
億
５
６

０
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
総

額
を
５
６
１
億
９
８
８
０
万
円
と

す
る
も
の
で
、
議
会
で
は
、
総
員

の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

【
補
正
の
主
な
内
容
】

　

子
育
て
支
援
事
業
基
金
積
立

金
、
津
波
浸
水
予
測
マ
ッ
プ
及
び

海
抜
表
示
板
の
作
成
委
託
料
、
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

整
備
費
等
に
対
す
る
補
助
金
な
ど

の
追
加
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
額

の
減
額
な
ど
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
１
８
３
０

万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額

を
５
６
２
億
１
７
１
０
万
円
と
す

る
も
の
で
、
議
会
で
は
、
総
員
の

賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

【
補
正
の
主
な
内
容
】

　

放
射
性
物
質
測
定
機
器
の
備
品

購
入
費
の
追
加
。

人
権
擁
護
委
員
の
選
任

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
員

の
賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

堀
美
重
子
氏
（
梶
原
在
住
）

　

平
本
恭
子
氏（
由
比
ガ
浜
在
住
）

　

山
田
隆
二
氏
（
笛
田
在
住
）

　

入
野
裕
江
氏
（
笛
田
在
住
）

　

冨
樫　

清
氏
（
津
在
住
）

　

眞
壁
成
子
氏
（
材
木
座
在
住
）

　

曽
根
民
子
氏
（
笛
田
在
住
）

　

渋
沢
直
美
氏
（
二
階
堂
在
住
）

選
挙
管
理
委
員
等
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同

補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
当
選

し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
委
員
】

　

北
村
智
生
氏（
由
比
ガ
浜
在
住
）

　

石
井
和
行
氏
（
手
広
在
住
）

　

牧
浦
義
孝
氏
（
玉
縄
在
住
）

　

小
川
サ
ヨ
子
氏
（
台
在
住
）

【
補
充
員
】

　

曽
我　

覚
氏
（
西
鎌
倉
在
住
）

　

藤
村
耕
造
氏
（
鎌
倉
山
在
住
）

　

内
田
節
夫
氏
（
極
楽
寺
在
住
）

　

大
塚
眞
理
子
氏
（
岩
瀬
在
住
）

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
19

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

条
例
の
制
定

◎
鎌
倉
市
子
育
て
支
援
事
業
基
金

条
例

　

神
奈
川
県
が
、
平
成
23
年
度
の

子
ど
も
手
当
県
負
担
分
を
予
算
化

し
な
い
か
わ
り
に
、
県
内
各
自
治

体
に
、
子
育
て
支
援
事
業
市
町
村

交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た

こ
と
を
受
け
、
本
市
と
し
て
新
た

に
基
金
を
設
置
し
、
そ
の
管
理
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と

http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/gikai/index.html

本会議・委員会映像
公開中です！

鎌倉市議会ホームページはこちら！
または、 鎌倉市議会 検索

鎌倉市議会では、本会
議及び各常任委員会等
について生中継を行っ
ています。
（録画映像も見ること
ができます。）

議員有志で調査研究
活動を行っている
「政策法務研究会」
の研究活動内容も紹
介しています。

11
月
臨
時
会

�

を
開
催

　

12
月
定
例
会
閉
会
後
（
12
月
22

日
）
に
、
議
会
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
市
長
か
ら
報
告
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

後
期
実
施
計
画
は
４
年
間
の
短

期
計
画
で
あ
る
と
同
時
に
、
第
２

期
基
本
計
画
の
10
年
間
を
総
括
す

る
計
画
と
な
る
た
め
、
前
期
・
中

期
実
施
計
画
の
各
事
業
の
進
捗
状

況
を
踏
ま
え
、
事
業
の
再
構
築
を

行
う
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
た
事
業
を
含
む
計
画

の
策
定
に
努
め
た
。
総
事
業
数
２

６
６
件
（
中
期
実
施
計
画
か
ら
の

継
続
は
２
３
０
件
、新
規
は
36
件
）

を
採
択
し
、
総
事
業
費
は
約
４
６

７
億
７
千
万
円
と
な
る
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
対

策
の
充
実
を
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
の
危
機
管
理
体
制
の
整
備
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
少
子
高
齢

対
策
の
推
進
や
世
界
遺
産
登
録
に

係
る
事
業
に
つ
い
て
も
重
点
施
策

と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

現
時
点
で
実
施
計
画
に
掲
げ
ら

れ
た
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
財

源
は
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
、
約

１
０
７
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ

て
い
る
が
、
実
施
計
画
に
掲
げ
る

各
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
思
い
切
っ
た
行
財
政
改

革
の
断
行
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
厳
し
い
環
境
だ
が
、

基
本
計
画
の
分
野
に
お
け
る
「
め

ざ
す
べ
き
ま
ち
の
姿
」
の
実
現
に

向
け
た
歩
み
を
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
。

大船駅西口交通広場 自転車等駐車場

　
昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
以
来
、
私
た
ち
は
、
防
災
・
減

災
と
い
う
意
識
を
強
く
持
ち
続
け

て
い
ま
す
。
巨
大
地
震
の
周
期
が

速
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
中
、

11
月
に
は
、
鎌
倉
市
の
こ
れ
ま
で

の
想
定
を
大
幅
に
上
回
る
14
・
４

㍍
の
津
波
到
達
と
の
試
算
が
県
か

ら
示
さ
れ
、
想
定
マ
ッ
プ
で
も
、

浸
水
域
が
大
幅
に
広
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
12
月
に
は
、

津
波
対
策
に
つ
い
て
市
の
対
応
を

た
だ
す
一
般
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。

　
防
災
は
、
自
助
、
共
助
が
大
き

い
と
さ
れ
ま
す
が
、
津
波
の
場
合

は
逃
げ
る
場
所
、
手
段
を
行
政
が

確
保
し
、
周
知
す
る
こ
と
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
24
年
度
は
市
の
機
構

改
革
が
あ
り
、
そ
の
中
で
防
災
安

全
部
の
強
化
も
柱
の
一
つ
で
す
。

　
議
会
も
、
少
子
高
齢
化
の
進
ん

だ
鎌
倉
市
で
、
被
害
を
軽
減
し
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
こ
れ
か
ら
も
提
案
・
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
太
田　
治
代
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長　
長
嶋　
竜
弘

　
副
委
員
長　
西
岡　
幸
子

　
委　
　
員　
飯
野　
眞
毅

　
委　
　
員　
久
坂
く
に
え

　
委　
　
員　
渡
邊
昌
一
郎

　
委　
　
員　
小
田
嶋
敏
浩

　
委　
　
員　
太
田　
治
代

編
集
後
記

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
２
期

基
本
計
画
後
期
実
施
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

全
員
協
議
会


